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●
 本特集の背景―　大切なも は目に見えない（サン・テグジュペリ、作家・操縦士、『星の王子さま』より）本特集では、アジア経済研究所
が創立五〇周年を迎えるにあたり、今後重要となる社会経済的問題に取り組む上で指針となり得る、新しい研究課題 手法を紹介する。特 、これまでアジア経済研究所は現地主義によって成果収めてきたこと、しかしながら国際環境は大きく変化 現地主義は国際環境の変化に伴って変化してきた課題の分析や国際環境の変化自体の分析には向かないこと、従って新しい研究分野と手法の導入が今後重要となることをここで主張してゆきたい。
アジア経済研究所だけでなく、
日本の大学・研究機関の研究者が途上国を見つめる時、特定 道具に依存しない「地域 」的手法が選ばれることが多い。まず途上国・地域の言語を習い覚えること





できたこの五〇年間を経済地理的視点から振り返ると、世界規模で輸送費用が大きく低下し ヒト・モノ・カネが国境を越えて 地球規模でも移動しうる「グローバリゼーション」が進んだ。研究者も例外でなく短期の出張を繰り返すことが可能となり、長期滞在型の研究が却って減った。工場の海外進出、移民、留学（頭脳流出・頭脳還流） 、感染症、国際養子縁組、そして越境犯罪など、特定国・地域固有の現象というよりも「グローバリゼーション」によ 、多くの国の家計と企業を取 巻く諸課題が姿を見せ、それらは今後二〇年間で最も重要となる社会経済的課題の一つに数えられている。　
このように、これまでの国単位
の現地主義的手法だけでは、接近や理解、そして問題の再定義が容易でないような新しい 、現象が目の前に立ち現れ いる。もちろん、上 あげた移民や感染症それ自体は、 「グローバリゼーショ
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に資する強力な道具であることは全く疑いがない。しかしながら、国際環境の変化によって途上国で「新しい課題、現象」が立ち現れている以上、 それらを深く理解 、再定義し、独創的な知見 得るためには、新しい道具が必要ではないだろうか。本特集では、これまでアジア経済研究所の研究者が伝統的に採用してきた、現地語・現地資料・現地調査から成 「三現主義」 をどのよう 革新できるかつまり「三現主義＋ ルファ」を考える材料となりうる八つの小論を紹介する。
特集の前半は四人により構成さ
れ、単眼的に特定国や特定地域への理解を深めるだけでは接近が難しい課題について述べ 山田美和氏と陳天璽氏は、それぞれ移民と無国籍問題を例とし 、国境という、定められた「ルール」があるからこそ鮮明に映し出される現象を、研究者としてどう理解すべきか、そして個人と てどう関わり、もがき 二つの視点を行き来してきた を述べる。
初鹿野直美氏は、急速な都市化
を遠景として、社会経済環境の変化と共に先住民の土地権利問題所在と性質が複雑に変化し、それはほとんど不可逆的であることを


















する研究課題につい は、これまでの地域研究の有効性と限界 特定した上で、新しい手法を探ることがますま 重要になるだろう。本特集で示す研究課題と手法を、今後の若い世代 研究者が途上国研究についての新しい伝統 構築する新しい架け橋としたい。（まちきた
　
ともひろ／アジア経済
研究所経済統合研 グループ）
